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に
通
報
し
た
。

禁
止
薬
回
収
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
一
月
、
配
置
薬
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
事
件
が
起
っ
た
。
一
月
ニ
ハ
日

総
点
検
山
梨
県
内
の
一
家
庭
で
、
す
で
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
ア
セ
ト
ア
ニ
リ
ド
入
り
の
解
熱
鎮
痛
薬
が
、
ま
だ
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
発
見
者
の
「
薬
を
監
視
す
る
国
民
運
動
の
会
」
の
高
橋
暁
正
会
長
（
東
大
講
師
）
は
、
す
ぐ
そ
れ
を
厚
生
省

４
新
時
代
へ
の
薬
業

奈良県製薬協同組合・奈良県家庭薬配置商業

協同組合事務所

二
、
二
七
五
万
円
に
つ
い
て
、
・

融
資
を
受
け
計
画
ど
お
り
一
右

場
所
御
所
市
六
○
五
の
一
○

敷
地
面
稚

建
築
構
造

建
築
面
積

建
設
経
費

県
立
薬
事
指
導
所
敷
地
内

鉄
筋
コ
ン

約
五
六
坪

三
、
五
○

約
一
○
○
坪

五
○
○
万
円

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
家
建

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
し
付
け
制
度
に
よ
る
融
資
を
申
請

九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。
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奈
良
県
で
も
塩
酸
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
を
使
っ
た
、
せ
き
止
め
の
薬
を
回
収
す
る
よ
う
指
導
し
た
が
、
行
き
過
ぎ
た
指
導
を
し
た
と
し
て
、

製
薬
協
同
組
合
が
、
県
に
抗
議
し
損
害
補
償
を
求
め
る
一
幕
も
あ
っ
た
（
弱
率
瑠
一
一
翻
婚
）
。

強
い
の
で
あ
る
。

和
五
一
）
は
、

業
界
は
さ
つ
そ
く
対
応
、
協
議
を
重
ね
、
六
項
目
を
決
定
し
実
施
し
た
。

そ
れ
は
、
①
禁
止
品
の
有
無
に
つ
い
て
総
点
検
す
る
こ
と
、
②
三
月
三
一
日
ま
で
に
実
施
、
③
緊
急
を
必
要
と
す
る
場
合
は
郵
便
で
連

絡
を
し
徹
底
を
は
か
る
こ
と
、
④
四
月
以
降
の
製
造
品
に
は
配
置
期
限
を
つ
け
る
こ
と
、
⑤
配
置
薬
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
注
意
事
項
を

記
載
の
文
書
を
作
成
し
、
必
ず
配
置
箱
に
添
付
す
る
こ
と
、
⑤
都
道
府
県
ご
と
に
配
置
員
の
研
修
を
実
施
す
る
’
こ
と
で
あ
っ
た
．

と
こ
ろ
が
、
一
か
月
半
の
短
か
い
期
間
の
総
点
検
で
あ
っ
た
た
め
、
第
二
次
総
点
検
と
回
を
重
ね
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
六
年
（
昭

牽
醐
率
七
）
。

削
除
品
目
の
引
き
揚
げ
問
題
は
、
業
界
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
混
乱
に
落
ち
入
っ
た
が
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
配
置
販
売
業

の
改
革
の
大
き
な
第
一
歩
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
自
ら
が
配
置
し
た
薬
に
対
す
る
責
任
」
、
自
己
責
任
体
制
の
確
立
が
な
さ
れ
た
感
が

質
問
状
を
受
け
た
厚
生
省
は
事
態
を
重
視
し
、
同
年
二
月
、
各
都
道
府
県
知
事
に
、
①
配
置
薬
の
総
点
検
お
よ
び
不
適
品
の
一
掃
、
②

不
回
り
得
意
い
の
解
消
、
③
配
置
期
限
の
明
記
、
④
定
期
的
研
修
の
実
施
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
薬
務
局
長
通
達
が
発
表
さ
れ
た
（
議
蕊

日
に
厚
生
省
に
提
出
し
た
。

こ
の
事
件
以
降
、
薬
事
指
導
取
り
締
り
が
各
都
道
府
県
の
薬
事
行
政
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
た
。

「
日
本
消
費
者
連
盟
」
竹
内
直
一
代
表
も
、
こ
れ
に
同
調
し
、
「
十
六
カ
条
か
ら
な
る
公
開
質
問
状
」
（
態
撫
蝋
騨
遂
）
と
し
て
一
月
三
○

一
か
月
半
の
短
か
い
期
間
の
総
点
検
冒
あ
一
つ
た
た
め

文
字
ど
お
り
総
点
検
で
明
け
暮
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
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に
も
よ
り
高
い
品
質
の
医
薬
品
の
供
給
が
強
く
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
、
社
会
的
動
向
に
対
応
し
て
、
一
九
七
二
年
（
昭
和

四
七
）
に
厚
生
省
薬
務
局
内
に
「
Ｇ
Ｍ
Ｐ
研
究
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
設
け
ら
れ
、
い
つ
ぽ
う
、
製
薬
業
界
で
も
独
自
に

「
Ｊ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」
を
作
成
し
た
。
全
配
協
で
は
Ｇ
Ｍ
Ｐ
対
策
委
員
会
で
全
配
協
案
を
ま
と
め
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
四

月
に
厚
生
省
案
が
公
表
さ
れ
、
九
月
に
最
終
案
が
ま
と
ま
り
、
全
配
協
で
は
Ｇ
Ｍ
Ｐ
に
要
す
る
費
用
調
達
の
た
め
、
中
小
企
業
近
代
化
促

る
要
件
を
定
め
た
一
‐
医
薬
品
の
製
造
及
び
品
質
管
理
に
関
す
る
基
準
」
で

こ
れ
は
米
国
で
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）

こ
の
こ
ろ
、
奈
良
県
内
の
配
置
家
庭
薬
メ
ー
カ
ー
は
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

よ
う
や
く
立
ち
な
お
り
、
メ
ー
カ
ー
、
配
置
配
売
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
だ
け
に
、
こ
の
ピ
リ

ン
系
禁
止
の
通
達
は
、
業
界
の
受
け
た
衝
撃
は
は
か
り
知
れ
な
い
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｍ
Ｐ
（
医
薬
品
の
製
造
及
び
品
質
管
理
に
関
す
る
基
準
）
と
は
、
医
薬
品
に
つ
い
て
優
れ
た
品
質
の
薬
を
製
造
す
る
た

Ｇ
Ｍ
Ｐ
に
つ
い
て

め
に
必
要
な
製
造
所
の
構
造
設
備
や
製
造
お
よ
び
品
質
管
理
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
医
薬
品
の
製
造
を
行
う
者
が
守

あ
る
た
め
、
一
般
用
医
薬
品
の
有
効
成
分
か
ら
削
除
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
使
用
禁
止
は
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
の
ア
ン
プ
ル
入
り
か
ぜ
薬
の
事
件
以
来
、
使
用
上
の
注
意
を
記
載
し
な
が
ら
慎
重
に

こ
の
使
用
禁
止
は
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）

使
わ
れ
て
き
た
だ
け
に
、
大
き
な
痛
手
を
う
け
た
。

ピ
リ
ン
系
の
解
熱
．
一
‘
一
ノ
．
‐
『
’
一
‐
て
白
‐
〆
日
ゴ
●
一
釦
．
『
７
一
二

鎮
痛
成
分
使
用
禁
止
知
事
あ
て
に
出
さ
れ
た
。

そ
れ
は
一
‐
一
般
用
医
薬
品
の
う
ち
、
か
ぜ
薬
、
解
熱
鎮
痛
薬
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ピ
リ
ン
系
が
、
シ
ョ
ッ
ク
や
血
液
障
害
の
副
作
用
が

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）
六
月
一
日
、
厚
生
省
薬
務
局
長
名
に
よ
る
一
つ
の
通
達
が
奈
良
県
な
ど
各
都
道
府
県

で
あ
る
。

の
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
勧
告
と
な
り
、
以
降
国
際
的
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し
た
メ
ー
カ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
大
な
負
債
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
基
本
的
要
件
は
次
の
三
つ
で
あ
っ
た
。

一
人
為
的
な
誤
り
を
最
少
限
に
す
る
こ
と
。

二
医
薬
品
に
対
す
る
汚
染
お
よ
び
品
質
低
下
を
防
止
す
る
こ
と
。

三
高
い
品
質
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
設
計
で
あ
る
。

Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
に
、
各
府
県
に
Ｇ
Ｍ
Ｐ
が
通
知

県
の
指
導
さ
れ
へ
医
薬
品
の
有
効
性
、
安
定
性
と
と
も
に
、
高
度
に

品
質
の
確
保
さ
れ
た
医
薬
品
の
製
造
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
の
原
料
入

荷
か
ら
最
終
製
品
の
出
荷
ま
で
の
全
製
薬
工
程
に
組
織
的
な
製
造
管
理
と
、
生

産
計
画
の
実
施
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

零
細
企
業
の
多
い
伝
統
産
業
で
は
、
近
代
化
の
た
め
に
こ
れ
は
必
要
な
こ
と

進
法
適
用
の
業
種
指
定
を
う
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
四
月
一
日
付
で
、
各
都
道
府
県
に
通
知

さ
れ
、
同
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）
一
○
月
改
正
薬
事
法

に
取
り
込
ま
れ
、
法
制
化
し
一
九
八
○
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
奈
良
県
配
置
薬
業
界
に
と
っ
て
は
革
命
的
な
こ

と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
配
置
薬
メ
ー
カ
ー
は
減
少
し
、
設
備
な
ど
の
近
代
化

一
合
■
■
■
日
日
日
日
■
Ｄ
Ｕ
９
９
・
■
■
Ｕ
Ｄ
Ｑ
８
■
■
９
８
０
日
０
０
．
０
６
０
■
０
－
■
・
■
一
■
１
８
１
■
０
０
０
６
．
９
－
８
０
．
●
９
０
．
－
９
０
－
Ｕ
－
０
９
．
６
言
▽
・
ｇ
０
Ｐ
９
９
日
－
５
．
９
０
５
９
言
▽
．
■
・
幻
－
８
口
Ｄ
０
０
Ｄ
ｂ
８
■
０
■
■
０
日

一
Ｇ
Ｎ
Ｐ
薬
慈
川
柳

藤
田
酔
生
（
三
重
県
協
醗
会
会
長
）
一

一
業
界
は
寄
る
と
さ
わ
る
と
Ｇ
Ｍ
Ｐ

－
Ｇ
Ｍ
Ｐ
実
施
の
あ
と
が
気
に
か
か
り

一
な
る
よ
う
に
な
る
と
の
ん
き
な
Ｇ
Ｍ
Ｐ

一
Ｇ
Ｍ
Ｐ
そ
の
あ
と
に
も
ま
た
Ｇ
Ｍ
Ｐ

一
Ｇ
Ｍ
Ｐ
古
い
マ
ー
ク
も
消
さ
れ
そ
う
曇

棚
田
竣
月
（
棚
田
製
薬
所
薬
草
園
社
長
）
一

一
Ｇ
Ｍ
Ｐ
ま
た
伝
統
の
灯
を
消
す
な

一
Ｇ
Ｍ
Ｐ
声
大
き
く
て
客
が
逃
げ

一
Ｇ
Ｍ
Ｐ
無
理
難
題
も
言
ひ
し
だ
い

一
Ｇ
Ｍ
Ｐ
大
中
小
と
飾
ひ
分
け

一
角
た
め
て
牛
を
殺
す
な
Ｇ
Ｍ
Ｐ

（
前
川
晴
保
）
一

一
迫
ら
れ
て
グ
ー
の
音
も
出
ず
Ｇ
Ｍ
Ｐ

一
Ｇ
Ｍ
Ｐ
ラ
チ
の
あ
か
な
い
最
寄
会

一
寝
て
は
夢
頭
痛
の
種
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ

一
■

『
薬
事
新
報
』
昭
和
五
○
年
八
月
一
五
日
号
か
ら
一
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施
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
四
月
の
実
施
に
備
え
た
。

Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
実
地
指
導
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
一

県
の
指
導
は
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
か
ら
業
界
に
働
き
か
け
、
一
‐
Ｇ
Ｍ
Ｐ
↓
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
委
員
会
は
勢
力
的
に
研
究

検
討
協
議
を
重
ね
「
Ｎ
・
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」
（
奈
良
製
薬
協
同
組
合
の
医
薬
品
の
製
造
及
び
品
質
管
理
基
準
）
を
策
定
、
厚
生
省
に
陳
情
し
た
。

Ｇ
Ｍ
Ｐ
に
よ
る
設
置
改
善
に
は
ば
く
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
○
）
に
は
配
置
家
庭
薬
製
造
業
が
中
小

企
業
近
代
化
促
進
法
の
業
種
指
定
を
受
け
、
近
代
化
資
金
助
成
の
対
象
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
奈
良
県
独
自
の
施
策
も
加

Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
実
施
に
つ
い
て
、
県
の
指
導
体
制
と
し
て
心

応
じ
、
資
金
調
達
に
つ
い
て
の
相
談
や
便
宜
を
図
っ
た
。

移
行
へ
の
対
応
説
明
し
、
体
制
づ
く
り
の
実
地
指
導
を
お
こ
な
っ
た
。

え
て
資
金
調
達
の
途
が
講
じ
ら
れ
た
。

奈
良
県
で
は
、
製
薬
華

年
（
昭
和
四
六
）
の
三
回
、

そ
れ
ら
の
勧
告
で
は
、

の
向
上
が
指
摘
さ
れ
た
。

で
あ
一
る
。

に
な
っ
た

そ
の
後
、
県
で
は
職
員
を
技
術
研
修
の
た
め
厚
生
省
へ
派
遣
し
、
研
修
後
、
企
業
の
技
術
者
、
関
係
者
に
Ｇ
Ｍ
Ｐ
伝
達
講
習
会
を
実

し
か
し
、
こ
の
た
め
に
は
設
備
改
善
に
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
製
造
メ
ー
カ
ー
に
は
大
へ
ん
な
課
題
を
か
か
え
る
こ
と

製
薬
業
及
び
配
置
販
売
業
の
近
代
化
の
た
め
に
、

企
業
の
合
理
化
・
近
代
化
、
メ
ー
カ
ー
の
協
同
組
合
と
配
置
員
の
商
業
協
同
組
合
の
一
体
化
、
配
置
員
の
資
質

産
地
診
断
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

県
の
指
導
体
制
と
し
て
は
、
薬
務
課
と
薬
事
指
導
所
が
力
を
合
わ
せ
、
技
術
面
、
経
営
管
理
面
の
相
談
に

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
○
）
度
か
ら
対
象
製
造
所
を
巡
回
、
企
業
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
体
制

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）
、
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
、
一
九
七
一
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